ろが、 まるで 艷々 と 子供の ように 赤い。 その 赤い 頰と 

唇 に 絶えず 微笑 の 影 を 浮 ベ、 背の 高く 平べ つたい 藍 縞 

服の 上半身 を、 お婆さん らしく 右に 捩って 反り かえら 

せ、 楽しい 仕事で もして いるよう に 働いて いる。 —— 

伸 子が 寄宿舎に 来てから 三月 経って いた。 が ミセ 

ス • コム プスン が 部屋 を 掃除して くれる 時に 落ち合つ 

たの は それが 始めて であった。 彼女 は、 暫 して 訊いた。 

「 —— 敷物なん かも 貴女の 受け持ち なの？ ミセス - 

コ ムプ スン」 

「N0, dear 敷物 は 一 まとめに して、 廊下 を 掃除す る 人 

が 叩 くんです よ。 あれ は 力が いり ましてね —— 私み た 



わって いる。 そういう 大都会 独特な、 姿の ない 働き人 

伸 子 は 不思議な ような 陰気な ような 気持が した。 

伸 子 は、 また 訊いた。 

「ね、 ミセス. コム プスン 、貴女 もこ こに 棲んで いらつ 

しゃる の？」 

「いいえ、 私 はつい 近処に 別に 部屋 を 持って いますん 

です よ」 

少し 息 ぎれ がする ような 調子で あ つ た。 

「家の 方が たと？」 

「INFO, de ひ r, I sn living pll alone. 」 

「まあ 一 人 ぼ つ ち？」 



「ええ 一 人 ぼ つ ち 一 人 つ きリ なのです」 

ミセス • コ ムプ ス ンは、 言葉の 重み を 計る ように ゆつ 

くり 頷きながら 答えた。 が、 赤い 頰 辺の 微笑 は、 長者 

こま 

的な 落 付きで 一層 濃 やかに なった。 彼女が、 もう 何十 

年 かそうい ぅ暮し をして 来た こと を、 伸 子 は 理解した。 

「じゃあ 淋しい わね、 御飯 だけ はこ ちら？」 

「ああ、 それが ね どうも ここに 働いて いる 者 みん 

なが 望んで いる 通りに 行きません でね、 困る のです よ」 

今まで、 どこ やら 子供 相手と いう ふうに 返事して い 

た ミセス. コム プスン の 顔が 俄に 生気 を 帯びて 来た。 

彼女 は、 すっかり 伸 子の 方へ 向きな おり、 本気な 小さ 



い 声で 訴えた。 

「御 承知の 通り、 ここに は 三つ 食堂が あります でしよ 

う、 生徒が たの 分 だけで もね。 それが 一 部屋で ざっと 

八 九十 人の 御 賄 を 仕度な さるんで すから、 いつだつて 

十 や 二十、 外出の 方々 の 分が 残って しま うんです よ。 

—— 若い 娘さんが、 ド シドシ 捨てて いなさい ますから 

ね。 どうせ 捨てる 物なら 分けて 欲しい と 思って、 ミ 

ス • ハウ ドンに も 願つ たんです けれど —— 」 

「駄目な の？」 

ミセス . コム プスン は、 亜麻色の 束髪と 一 緒に、 灰 

搔 きのよう に 骨ば ッた 大きい 手 を、 伸 子の 顔の 前で 



寸 工合 をな おした。 ミセス • コム プスン の 掃除 も すん 

だ。 彼女 は 伸 子の 後に 来た。 

「貴女に はよ くこ ちらの 着物が お似合いで すよ、 それ 

に いい もの をお 持ち だから」 

「そうか しら 。 どうも有難う。 これです つかり 埃 

がな くな つたわ」 

伸 子 は、 机の上の本 など 動した。 ミセス • コム プス 

ンは、 直ぐ 出て ゆかず、 寝台 被の ずれ をな おしてい る。 

—— 彼女が 入って 来た 時、 伸 子 は 珍しく 会った の だか 

ら、 少し 心 づけ を やろうと 思った。 けれども、 話して 

いるう ちに 心 持が こじれた。 ミセス . コム プスン が、 



うまく 同情 させた と 思うよう では 厭 だ。 ， J の 次 やろう 

早く 出て 行って くれれば よいと、 机 や 鏡台のと ころ を 

ぶらつい たの だ。 

ミセス . コム プスン は 去り 難そう にして いたが、 や 

がて、 

「 —— .well 」 

と 眩きながら、 やつ こらと 水 桶 を 持って 敷居 を 跨ぎ か 

けた。 窓の 方 を 向いた まま、 伸 子 は 思わず 破顔した。 

いかにも、 心 づけなん ぞは 諦めた。 というが つかりし 

た 婆さんの 感情が ありあり と 分り、 ひとりでに 好意が 

湧き出して 来た。 伸 子 は、 いそいで 机の 引出し を あけ 



た。 

「 一 寸！ ミセス • コ ムプ スン」 

彼女 は、 日本の 祝儀袋 を 見つけて、 一 弗 入れた。 

「これ」 

反射的に 前掛で 拭いて さし 出した ミセス • コム プス 

ンの 掌に、 朱と 銀で 麻の 葉 模様 を 出した 小 袋 をのせ る 

と、 伸 子 は、 相手の 訝しそう な 視線に 笑って 答えた ぎ 

リ、 ぴったり、 部屋の 扉 をし めた。 

—— 〇 II 

寄宿舎 じゅうが、 攪き 廻した 石鹼 水の ように 元気よ 

く、 活気 づき 泡立って いる。 夕皈時 だ。 廊下で は、 バ 



止らず 昇降機 は 上った。 

「ひどい！ もうこうな リゃ 覚悟す る わ」 

はしご 

金髪の 娘が、 大袈裟な 身ぶ りで、 裏 階 子 を 一 段お き 

に蚯け 登り はじめた。 伸 子 は、 朝 この 階 子 を 歩いて 食 

堂 迄 登った。 そして、 よく 時間 過て 閉め出し をく わさ 

れ、 寄宿舎の 向い側の 喫茶店で 焼 林檎 をた ベた。 

食卓で、 二日ぶ りに 豊 子に 会った。 伸 子 は、 ミス- 

ハウ ドンの 心づ かいで、 わざわざ 豊 子の 隣に 席 を 貰つ 

たのであった。 

「どう？ きのう はすつ かり かけ 違った わね」 

「ああ、 私 下町へ 実験が あって 行って いたから —— 新 



聞が 来ました よ。 よかったら 見に いらっしゃい」 

「今夜 はお 暇？」 

豊子 は、 癖で 下顎 を 押し出す ように 合点しながら、 

先輩ら しく 答えた。 

「_ —— まあいい わ」 

伸 子のと ころから、 台所と 食堂 を 区切る 四 枚の 扉が 

正面に 見えた。 二枚目の 扉 を、 ぼんと 爪先で 蹴り あけ 

て は、 大きな 錫の 盆に ス ー プ皿を 並べた の を 持った 給 

仕 娘が こちらに 出て 来ようと している。 胸のと ころに 

嵩ば つた 重い ものが 邪魔して いるので、 脚が 思うよう 

にの びず、 たっぷり 蹴 開かない。 すぐ 煽り かえす。 も 



少しで 盆 迄 ひっくり返 しそうに 戻って 来る。 また 蹴り 

なおす。 —— 気になって そっち を 見て いると、 左 隣の 

ミス. ホル フォ— ドが、 伸 子に 話しかけた。 

「ミス • サ ッサ、 貴女 棕櫚 箒お 好き？」 

「棕櫚 箒？ 棕櫚 箒が どうしたの」 

向う の 角から、 ミス • グレ ー が、 ふき 出したい 顔 を 

やっと しゃんと させて、 窘めた。 

「ド— ラ！」 

ド— ラは、 両方から 弓形に くっつき そうな 黒い 眉の 

片方 を 挙げ、 よくって よ。 という 表情 をした。 

「ね、 貴女お 好き？」 



な 問題で も 審議す るよう に 物 を 云って いるの が、 伸 子 

に は 少し 気の毒に 思えた。 

伸 子 は、 豊 子と 食堂 を 出た。 彼女 達 は、 昇降機の 前 

で 立ち 止った。 

r —— どうせす ぐ また 降りな けり や あなら ないから、 

もう 下へ 行って いたい わ」 

「それでもい いわね」 

七 時 四十 分から、 下の 客間で 集りが ある ことにな つ 

ていたの だ。 

集り は 三十 分 ほどで 済んだ。 あけ 放した 観音開きの 

扉から、 浮かない顔 付の 娘 達が ぞろぞろ 出て 来る。 先 



れた 種々 の 注意 を 与えた。 人目 を牽 くから 門のと ころ 

に 何時までも 立って いて はいけ ない とか、 たとい 大好 

きな 人と でも dieek to ciieek dance は 踊らない 方が 

見よ いと か。 一 つ あっち こっちで 忍び笑い を 起した 注 

意が あ つ た。 よく 愛人に 誘われて 芝居 や 夜会に 出かけ 

る 人が ある。 十二時 過て 帰って来 るの はよ いが、 広間 

まで 相手に 送り こまれても 別れ きれず、 隅つ こに 立つ 

てまた それから 永い こと 囁いた リ、 何 かしてい る。 そ 

れ はどう もい い 癖と は 云えない。 

「それまで にたつ ぷり 楽しんで いら つし やる のです か 

ら、 これから それ は 誰でも やめて 下さい。 玄関に いる 



伸 子 は、 気が 鬱し、 真直 再び 狭い 室に 運び あげられ 

る 気がしなかった。 

「歩いて 登らない？ あなたのと ころまで —— 」 

豊 子の 部屋 は 四 階に あった。 

「ね、 飯 島さん、 私 やっぱり 寄宿舎 は 嫌よ」 

「 —— 多勢 人が いれば どうしても 自分 だけ 都合よ く は 

行きません よ」 

「 —— でも —— うるさい わ。 —— 男の 学生の 寄宿舎で 

もこん な ものな のか しら」 

石の 段々 を、 登って は 曲り、 曲って は 登って 行く う 

ちに、 伸 子 は 汗ばむ 位： ^じゅうが 暖く なって 来た。 そ 



「そっくり じゃあない？ 心 持が。 ね？ 

I ここに も あるの よ！ クラン フォ ー ドが… 
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